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伊豆沼・内沼ラムサール条約湿地登録 40周年記念関連事業実施結果 

 

 

１ 目的 

伊豆沼・内沼のラムサール条約登録40周年を記念し、湿地の価値とこれまでの研究・保全活

動、未来に向けた活用の在り方を共有・発信し、ラムサール条約の基本理念である、湿地の「保

全・再生」、「ワイズユース（賢明な利用）」及び「交流・教育・普及啓発（CEPA）」の促進によ

り、伊豆沼・内沼の自然環境を守り、将来へつないでいくことを目的として以下の事業を実施し

た。 

 

２ 実施概要 

＜連携事業＞ 

① 一般県民を対象とした記念イベントの開催（11/1） 

② 記念式典・シンポジウムの開催（12/23） 

 

＜県自然保護課＞ 

③ 大阪万博におけるOne Greenシンポジウム・イベントへのポスター出展（5/7-8） 

④ ラムサール条約登録湿地特設ページの開設 

⑤ 県政だより（7・8月号）への特集ページ掲載 

⑥ 大阪万博メディアセンターでの、ポスター・動画・パンフレット展示（9/22-24） 

⑦ ノベルティ（エコバッグ）、バナースタンドの製作 

⑧ 県政ラジオ放送による伊豆沼・内沼の取組紹介(1/31) 

 

＜（公財）宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団・鳥館＞ 

 ⑨ 自然体験講座（10回中5回を特別プログラムで実施） 

 ⑩ フォトコンテストにおける特別企画（県内ラムサール条約湿地を対象） 

 ⑪ 民間企業・ボランテイア等と連携した環境保全活動 

（バス・バスターズ、トヨタ関連会社他） 

 ⑫ 友の会「秋穫祭」の拡大実施の支援 

⑬ 記念誌の発行 

⑭ 記念缶バッジの作成 

〇 連携事業②のレセプションの開催（12/23） 
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＜東北地方環境事務所＞ 

 ⑮ オリジナル手ぬぐいの制作・頒布 

 〇 参加した各イベントにおいて周年記念をPR 

 

＜登米市＞ 

 〇 伊豆沼・内沼はすまつり（7月）、クリーンキャンペーン（3月）において周年記念をPR 

⑯ 小中学生向けリーフレットを作成し配付 

 

＜栗原市＞ 

⑰ 広報くりはら（８月号）への特集ページ掲載（見開き４ページ） 

〇 伊豆沼・内沼はすまつり（7月）、クリーンキャンペーン（3月）において周年記念をPR 

 

＜伊豆沼農産・淡水魚館＞ 

 ⑱ 伊豆沼・内沼総合作品展の開催（主催：伊豆沼・内沼自然保護協会）（7/1～8/31） 
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３ 取組の成果 

40 周年事業実施の成果 

（県自然保護課） 

➢ 関係機関・団体との共催や協力体制を構築し、役割分担のもとで円滑な事業運営を行うことがで

きた。 

➢ ①記念イベントでは、普段関わりの少ない地元企業の参画も得るとともに、多くの一般来場者が

参加し、伊豆沼・内沼の価値やラムサール条約湿地としての意義を広く発信する機会となった。 

➢ ②記念式典・シンポジウムにおいては、行政、研究者、保全活動団体、地域関係者等が一堂に会

し、伊豆沼・内沼の自然環境の重要性や、これまでの保全・利活用の取組の成果について共有す

ることができた。 

➢ これらの場を通じて、自然環境を後世に継承していく必要性や、今後の保全・活用の方向性につ

いて、関係者間で共通認識を形成することができた。 

（宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団） 

➢ ①、②の連携事業に参加し、これまでの取組を整理・総括し関係者等に感謝の意を伝えることが 

できた。また、その成果や課題を多くの皆さんと共有したことにより、伊豆沼・内沼の環境保全 

活動への理解度が高まったと感じている。 

➢ 財団の自主事業は、すべて 40 周年に併せて特別プログラムとしたが、これまでの取組を踏まえ 

た新しい企画に挑戦をしたものが多かった。参加者の反応は、おおむね良く、次年度以降も継 

続してほしいとの意見（アンケート）も多かった。 

➢ ボランテイア団体や企業と連携した環境保全活動に積極的に取り組んだことにより、多くの皆 

さんに活動をしていただくためのノウハウを積み重ねることができた。 

➢ ラムサール登録 40 周年で、各種広報誌等で特集記事等を掲載して頂いた事により、伊豆沼・内 

沼の認知度が高まったと感じている。 

（東北地方環境事務所） 

➢ 各イベントへの参画にあたり、関係機関・団体との意見交換や協働等を通じ、関係の強化を図れ

た。また、制作したノベルティが好評を得ることができ、普及啓発にも貢献できた。 

➢ ②記念式典・シンポジウムにおいては、来賓挨拶やパネラーとしての登壇の機会をいただき、伊

豆沼・内沼の自然環境の重要性を振り返るとともに、地域における自然再生・ネイチャーポジテ

ィブ、多様な主体が参画した活動の価値等について共有することができた。 

➢ これらの場を通じて、自然環境を後世に継承していく必要性や、今後の保全・活用の方向性につ

いて、関係者間で共通認識を形成することができた。 

（登米市） 

➢ 小中学生向けのラムサール条約湿地に関するリーフレットを作成し、市内全小中学校児童生徒に

配布し、認知度の向上を図ることができた。 

（栗原市） 

➢ 特集記事の掲載により、伊豆沼・内沼がラムサール条約湿地に登録されて４０周年を迎えること

を市民に発信することができた。 

➢ 伊豆沼・内沼はすまつりにおいてPRしたことにより、伊豆沼・内沼がラムサール条約湿地に登録

されて４０周年を迎えることを観光客に周知することができた。 
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50 周年に向けた課題等 

（県自然保護課） 

➢ 記念事業を通じて高まった関心や機運を、一時的なものに終わらせず、継続的な取組へとつなげ

ていく仕組みづくりが求められる。 

（宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団） 

➢ 自然再生事業の核となる団体であることを踏まえ、自然再生事業で得た知見をワイズユース推進 

に活かしていくため、地域の皆さんや各種企業等と連携した取組を推進してきたいと考えてい 

る。そのために必要な環境の整備（スタッフ・財源確保等）にも併せて取り組んで行く。 

（東北地方環境事務所） 

➢ 多くの取組を通じて高まった関心や機運を、地域のネイチャーポジティブの推進、自然共生サイ

トの認定箇所数の増加や規模拡大、民間企業の更なる参画等につなげていくことが求められる。 

（登米市） 

➢ ラムサール条約の認知度が高くはない状況であり、地域の活動を継続していくためには、効果的

なＰＲや学校と連携した環境教育活動が必要となる。 

（栗原市） 

➢ これまで続けてきた各事業を、これからも継続して実施することが必要であると考える。 

（くりはらツーリズムネットワーク） 

➢ 周年を記念することが目的ではなく、周年を契機にして、伊豆沼・内沼の保全のあり方を行政や

関係者だけではなく、地域に住む人や地域外の人を含めて考える機会にすることを目的に設定す

るべきだと考えます。 

➢ 一過性のイベントの実施ではなく、年間を通じてテレビなどマスメディアなどでのプロモーショ

ンなどで機運を高めていく方法を検討するべきだと思います。 

➢ 周年を契機に保全のあり方や保全範囲の検討、住民との意見交換などを実施し、伊豆沼・内沼の

保全への機運や仕組みを高めていく機会にするべきと考えます。 
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４ 事業報告 

（１）連携事業 

①伊豆沼・内沼ラムサール条約湿地登録 40 周年記念イベント～みらいへつなぐいきものフェスタ～ 

一般県民を対象としたイベントを開催。当日は約 700名の来場者があった。 

（日時）令和 7年 11月 1日（土）10時から 15時 

（場所）宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター 

（主催）宮城県、（公財）宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 

（共催）登米市、栗原市 

（協力）東北地方環境事務所、(有)伊豆沼農産、（一社）くりはらツーリズムネットワーク、 

アトリエ「み」、kamone、circuloカフェ、登米粉たいやき 

（概要）野鳥・魚の観察会、ワークショップ（木工品づくり、クイズ等）、講演会、企画展示、 

物品販売（雑貨、カフェ、カレー、キッチンカー）、ゆるキャラ出展 

  

広報用チラシ 

（配布先：登米市・栗原市内の全小学校児童、県、２市行政庁、県内環境学習施設等） 

 

伊豆沼・内沼オリジナルロゴ

マークを作成 

周年事業後においても使用可 
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会場案内 野鳥観察会  

 
 

ワークショップ会場 企画展示 

 

Circlo カフェによるカフェ提供 
伊豆沼農産によるカレー販売 

  

登米っこたいやき キッチンカー 県・２市ゆるキャラ  
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②「伊豆沼・内沼ラムサール条約湿地登録 40 周年記念式典・シンポジウム」の開催 

関係者、招待客、一般参加者を対象として式典・シンポジウムを開催。約 160名が参加。 

（日時）令和 7年 12月 23日（火）13時から 17時 

（場所）エポカ２１（栗原市志波姫） 

（主催）宮城県 

（共催）登米市、栗原市、公益財団法人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 

（概要）開会式（宮城県知事、登米市長、栗原市長）、感謝状贈呈（トヨタ自動車東日本株式会社・ 

豊田合成東日本株式会社）、基調講演（樋口広芳 東京大学名誉教授）、 

事例発表（財団、築館高校）、パネルディスカッション 

来賓あいさつ 感謝状贈呈 

基調講演（樋口東大名誉教授） 
取組発表（築館高校） 

パネルディスカッション  質疑応答 
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（２）県自然保護課 

③ One Green シンポジウム・イベントへのポスター出展 

大阪万博で開催された One Greenシンポジウム・イベント※において、伊豆沼・内沼自然再生事業

を紹介したポスターを出展。 

（日時）令和 7年 5月 7日、8日 

（主催）：日本みどりのプロジクト推進協議会 

出展ポスター 

 

 

シンポジウム会場 

 

イベント会場 
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④ ラムサール条約登録湿地特設ページの開設（県庁 HP） 

・7月から特設ホームページを開設 

・1月末時点で、約 1,000 件のアクセ

スがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 県政だより（７・８月号）への特集ページ掲載（見開き１ページ） 

7月１日発行の県政だよりに、特集ページを掲載。 
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⑥ 大阪万博メディアセンターでの、ポスター・動画・パンフレット展示 

大阪万博 メディアセンター内の各地域の魅力発信コーナーにおいて、9/22-24の 3日間県内のラ

ムサール条約湿地を紹介するパンフレット・動画・ポスターを展示。 

＜ポスター＞ 

1. 宮城県内のラムサール条約登録湿地紹介（県自然保護課作成） 

2. 伊豆沼・内沼の取組（財団作成） 

3. 大崎市の取組（大崎市提供） 

4. 志津川湾の生態系（南三陸町提供） 

＜動画＞ 

1. 伊豆沼・内沼のマガンの飛び立ち（伊豆沼農産提供） 

2. 大崎市世界農業遺産の紹介動画（大崎市提供） 

3. 志津川湾紹介動画（南三陸町提供） 

4. 伊豆沼・内沼のマガンのねぐら入り（伊豆沼農産提供） 

5. 宮城県の紹介（県観光戦略課） 

＜パンフレット＞ 

1. みやぎの世界湿地（日本語版） 

2. みやぎの世界湿地（英語版） 

3. 伊豆沼・内沼のツアーを紹介するリーフレット（伊豆沼農産提供） 

4. 蕪栗沼・化女沼を紹介するリーフレット（大崎市提供） 

5. 志津川湾を紹介するリーフレット（南三陸町提供） 

6. 宮城を紹介するパンフレット（Visit Miyagi）（県観光戦略課） 
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⑦ ノベルティ（エコバッグ）、バナースタンドの製作 

 

 

⑧ 県政ラジオ放送による伊豆沼・内沼の取組紹介 

県政の情報を発信している県政ラジオの中で、知事が自ら施策を紹介するコーナーにおいて伊豆

沼・内沼の取組を紹介。 

・放送予定日 1/31（土）11:50～（東北放送局、エフエム仙台、コミュニティ FM） 

 

  

エコバッグ（200 枚） 

11 月のイベント及び 

12 月の式典・シンポジウ

ムで頒布。 

・バナースタンド 

（2 種 3 セット）を製作 

・3 つの各サンクチュアリ 

センターに設置。 
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（３）（公財）宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団・鳥館 

⑨ 自然体験講座（10回中5回を特別プログラムで実施） 

（開催日）令和7年6月～令和8年1月まで 

10回開催のうち5回を特別プログラムで実施 

（内 容）特別メニュー 伊豆沼研究室 

ガンの飛び立ち＆ラムサール湿地見学ツアー 

など 

（成 果）参加者からは、毎回好評を得た。 

次年度も継続で検討中。 

 

 

  

⑩ フォトコンテストにおける特別企画 

（内容）撮影場所をこれまでの「伊豆沼・内沼」に加

え、県内のその他のラムサール条約登録箇所を

追加し、撮影日も限定しないこととした。 

（成果）令和7年12月28日で締め切り、 

101点の応募があった。今後、審査 

結果を発表・巡回展示する。 
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⑪ 民間企業・ボランテイア等と連携した環境保全活動 

 

5月～6月：バス・バスターズ（全5回） 

企業単位での参加もあり 

 

6月28日：トヨタ自動車グループ6社によるCSR 

 

10月26日：(株)伊藤園によるCSR 

 

6月～11月：いきいき学園による 

ボランテイア活動（3回） 

 

7月～12月：トヨタ自動車東日本(株) 

 

豊田合成東日本(株)によるCSR（5回） 
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⑫ 友の会「秋穫祭」の拡大実施の支援 

友の会が開催した「秋穫祭」を支援。いも煮等の提供に加え、写真教室やスタンプラリーなど 

のお楽しみイベントを支援した。 

（開催日）令和7年11月2日（日） 

（場 所）宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター 

  

  

⑬ 記念誌の発行 ⑭ 記念缶バッジの作成 

・伊豆沼・内沼の歩みと財団の取組についてまと

めた。300冊作成、関係先配布。 

・各種イベントにおいて配布。 
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（４）東北地方環境事務所 

⑮ オリジナル手ぬぐいの制作・頒布 

オリジナル手ぬぐいを製作し、「伊豆沼内沼ラムサール条約湿地登録40周年記念イベント、式典・シン

ポジウム」、「蕪栗沼・周辺水田ラムサール条約湿地登録20周年祭」など各イベント等で頒布 

 

 

 

 

（５）登米市 

⑯ 小中学生向けリーフレットを作成し配付 

市内のすべての小中学校にリーフレットを配付 
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（６）栗原市 

⑰ 広報くりはら（８月号）への特集ページ掲載（見開き４ページ） 

  

  

 

（７）その他 

⑱ 伊豆沼・内沼総合作品展の開催 

（日時）令和 7年 7月 1日～8月 31日 

（場所）宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター 

   登米市伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター 

（主催）伊豆沼・内沼自然保護協会 

（共催）伊豆沼読書会 

（協力）（公財）宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 

（協賛）(有)及川商会、(有)伊豆沼農産、 

農事組合法人 水鳥、(有)パレット、 

（株）コニー、若清テクノ（株）、 

（株）はさま会館 

（内容）シンポジウム（7/12） 

総合作品展（7/1～8/31） 

 
 


